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発表演題名 基質特異性拡張型β-ラクタマーゼ産生大腸菌における鶏肉由来株とヒト

由来株との比較検討 

発表学会名 平成 22年度地方衛生研究所全国協議会東海・北陸支部微生物部会 
発表者名 石畝 史 

発表日時 平成２３年３月４日 

発表内容  基質特異性拡張型β-ラクタマーゼ(ESBL)産生大腸菌の人への感染源の

ひとつとして鶏肉が重要視されていることから、平成 21 年 4 月～22 年 10

月に福井県内の鶏肉におけるCTX-M型のESBL産生大腸菌の分布状態を明ら

かにし、人および鶏肉由来株における血清学的、分子疫学的性状を比較し

関連性について検討した。 

 ESBL 産生菌は鶏肉由来株では 30 株確認され、血清型は O78：H9 が 9

株および O78：HUT が 6 株など 17 種類確認された。下痢症患者由来株で

は 24 株確認され、血清型は O25：H4 が 8 株、O1:H6 が 4 株および O78：

H9 など 11 種類確認された。両者からともに確認された血清型は O78：

H9 および O25：HNM であった。O78 では鶏肉由来株は 4剤耐性（仮にⅠ

型：1株）と 7～8剤耐性（Ⅱ型：15 株）に分けられ、前者は下痢症患

者由来株に、後者は尿由来株と一致した。Ⅰ型の鶏肉および下痢症患者

由来の O78：H9 の各 1株は、blaCTX-M型は CTX-M-1group、系統発生群は

A、PFGE パターンは類似し、MIC 値では CPR 以外はほぼ一致した。鶏肉

由来株とヒト由来株間で関連性を見出すのは難しい中、鶏肉から最も多

く分離された血清型 O78：H9 において、両者間で類似株が確認されたの

は興味深いと思われた。 

 

 

 

 

 

 


